
京
都
。
長
岡
京
跡
団

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
長
岡
京
市
野
添
二
丁
目

一
一
五
十

一
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
七
月
ぞ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
卸
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
木
村
泰
彦

５
　
連退
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（
八
世
紀
末
）

７
　
連還
跡
及
び
木
衝
出
土
遺
構
の
概
要

当
調
査
地
は
、
長
岡
京
条
坊
復
原
に
よ
る
右
京
三
条
二
坊
十
二
町
に
あ
た
り
、

小
畑
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
氾
濫
平
野
上
に
位
置
し
て
い
る
。
す
ぐ
南
に
は

比
高
差
約
二
ｍ
の
洪
積
段
丘
下

位
崖
面
と
そ
れ
に
沿

っ
て
流
れ

る
風
呂
川
が
、
北
西
ｉ
南
東
方

向
に
仲
び
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
長
岡
京
市

醐

営
住
宅
建
設
工
事
に
伴
う
第

一

晒

次
の
も
の
で
、
長
岡
京
跡
右
京

者僚

第

一
六
八
次
調
査
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
風
呂
川
に
よ
っ
て
西
方
か

ら
運
ば
れ
た
砂
礫
お
ょ
び
粘
上
の
堆
積
層
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
灰
色
粘

土
層
と
暗
灰
色
粘
土
層
か
ら
多
量
の
長
岡
京
期
の
遺
物
が
出
上
し
た
。
木
簡
は

削
屑
を
含
め
て
三
点
あ
り
、
い
ず
れ
も
灰
色
粘
土
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

他
の
遺
物
に
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
の
供
膳

。
貯
蔵

。
煮
沸
形
態
を
始
め
、

転
用
硯
、
墨
書
土
器
、
製
塩
土
器
、
土
馬
、
軒
丸
瓦
（平
城
宮
六
〓
三
二
Ｊ
）、
神

功
開
宝
、
鉄
釘
、
砥
石
、
箸
、
櫛
、
曲
物
、
草
戦
、
不
明
木
製
品
、
加
工
木
片
、

自
然
木
、
種
子
、
昆
虫
遺
体
な
ど
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
段
丘
で
占
め
ら
れ
る

右
京
域
内
で
は
珍
し
く
有
機
物
の
遺
存
状
態
が
良
好
で
あ

っ
た
。

墨
書
土
器
は
、
判
読
し
得
る
も
の
と
し
て

「衛
門
」
。
「
穿
」
。
「右
」
。
「
大
」

名
移
」

が
あ
る
。　
こ
の
う
ち

「衛
門
」
は
破
片
を
含
め
て
三
点
あ
り
、
当
地

周
辺
に
存
在
し
た
施
設
の
性
格
を
推
定
す
る
手
掛
り
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

長
岡
京
に
お
い
て
諸
司
厨
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
す
で
に
な
さ

れ
て
い
る
が
、
『
拾
芥
抄
』

に
よ
れ
ば
、
平
安
京
内
の
左
右
衛
門
町
は
右
京
三

条
四
坊
に
あ
る
事
が
見
え
て
お
り
、
あ
る
い
は
長
岡
京
に
お
い
て
も
右
京
三
条

周
辺
に

「衛
門
町
」
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
穿
」
は
獣
を
捕
え
る
た
め
の
お
と
し
穴
の
こ
と
で
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
四

年
四
月
十
七
日
条
に

「檻
穿
」
を
作
る
事
の
禁
止
が
み
え
、

『令
義
解
』
雑
令

に

「檻
穿
」
を
施
す
時
、
人
に
害
を
与
え
ゑ
ょ
う
注
意
す
べ
き
規
定
が
見
ら
れ

る
。
何
ゆ
え
土
器
に
こ
の
様
な
文
字
を
書
い
た
の
か
、
他
の
意
味
が
あ
る
の
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
墨
書
土
器
、
木
簡
と
合
わ
せ
興
味
深
い
遺
物
で
あ
る
。



1984年出土の木簡

木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
上
野
国
□
口
□
□
□
□
□
□
□

名
日
奉〔即
配
□
麻〔酔
ヵ畔
奉
×

□
□
□
□
□
喩
□
□
」

□
回

⑪
は
比
較
的
厚
い
板
材
の
表
裏
に
墨
書
し
た
も
の
で
、
両
辺
と
下
端
が
欠
失

し
、
か
ろ
う
じ
て
文
字
の
中
央
が
遺
存
し
て
い
る
。
表
に
国
名
が
、
一異
に
入
名

ら
し
き
も
の
が
書
か
れ
て
お
り
、
文
書
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。

②
は
二
行
の
墨
痕
が
あ
る
が
全
体
に
薄
く
、

「
喩
」

の
一
字
の
み
が
読
み
と

れ
る
。
他
の
文
字
も
同
じ
字
の
可
能
性
が
高
く
、
習
書
木
簡
と
思
わ
れ
る
。

０
は
墨
痕
は
鮮
明
で
あ
る
が
破
片
が
小
さ
く
判
読
不
能
で
あ
る
。

な
お
本
木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発

掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
ご
協
力
と
鬼
頭
清
明
氏
、
綾
村
宏
氏
の
御
教
示
を
得

た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（木
村
泰
彦
）

（騨ｍμ）
Ｘ
（ω
）
×
岸］
　
Φ∞μ

（μＮ『）
×
トト
×
ヽ
　
〇∞
μ

⇔
Φ
μ

Ｒ
団
口
即
脚
回
棚
脚
Ｍ
円
口
同
団
剛
圏
剛
――‐
Ｗ

Ｆ

一

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

肝

脚

Ｈ

日

日

劇

＝

― Ｉ

Ｉ Ｉ

円

円

Ｌ

驚

伸

墨書土器「衛門」

不明木製品




